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一

　
本
稿
は
、
第
六
番
め
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
「
詞
花
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注

（
以
ド
、
「
詞
花
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
い
さ
さ
か
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
．

　
語
彙
調
査
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
単
位
語
の
と
り
方
は
、
宮
島
達
夫
氏
編
『
古

典
対
照
語
い
表
』
（
昭
和
四
六
年
九
月
、
笠
間
書
院
。
以
下
、
『
語
い
表
』
と
略
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

す
る
）
に
お
け
る
規
定
を
お
お
む
ね
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
「
詞
花

和
歌
集
」
の
語
数
調
査
に
関
し
て
は
、
西
端
幸
雄
尊
墨
『
詞
花
和
歌
集
総
索
引
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（
平
成
元
年
二
月
、
和
泉
書
院
）
の
学
恩
に
浴
し
た
。
な
お
、
以
下
、
語
彙
数
に
関

し
て
、
特
に
注
記
し
な
い
場
合
は
、
異
な
り
語
数
で
あ
る
。

　
　
　
二
…
ω

　
「
詞
花
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ

七
三
二
語
、
二
七
三
八
語
で
あ
り
、
平
均
使
用
度
数
は
三
・
七
四
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
数
値
を
、
三
代
集
や
「
千
載
和
歌
集
」
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注

（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
三
代
集
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
と
略
称
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

る
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
す
べ
て
が
小
さ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
、
平
均
使
用
度
数
で
み
る
と
、
「
三
代
集
詞
書
」
は
六
・
八
八
、
「
千
載
詞

書
」
は
五
・
五
七
、
「
新
古
今
詞
書
」
は
五
・
五
六
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え

る
と
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
は
、
延
べ
語
数
の
割
に
異
な
り
語
数
は
多
い
も
の

の
、
全
体
的
な
語
彙
量
も
小
さ
く
、
変
化
に
乏
し
い
も
の
の
よ
う
に
も
み
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
表
（
1
）
は
、
筆
者
が
か
つ
て
調
査
し
た
勅
撰
和
歌
集
の
詞
書
・
左

注
（
以
下
、
「
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
と
、
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表（1）
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　　　　　　　　　72
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千載詞書

新古今詞書

歌
数
の
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
で

　
（
4
）

あ
る
。

　
こ
の
表
（
1
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、

　
「
詞
花
和
歌
集
」
の
歌
数
は
、
他

の
歌
集
に
比
す
と
非
常
に
少
な
く
、

必
然
的
に
、
異
な
り
語
数
・
延
べ

語
数
が
少
な
い
も
の
の
、
歌
笛
と

の
関
係
か
ら
い
う
と
、
異
な
り
語

数
も
延
べ
語
数
も
他
の
歌
集
に
お

．
け
る
よ
り
も
相
対
的
に
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る

と
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
は
、

異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
絶
対

数
は
少
な
い
も
の
の
、
質
的
な
面

で
は
、
決
し
て
他
の
「
詞
書
」
の

語
彙
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
と
も

言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
②

　
次
に
、
「
詞
花
詞
書
」
の
基
幹

語
彙
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
あ
る
作
品
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
語
を
も
っ
て
そ
の
作
品
の
基

幹
語
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
色
々
な
考
え
方
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
延
べ

語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
使
用
度
数
を
持
つ
語
を
も
っ
て
、
仮
に
基
幹
語
と
す

る
。　

「
詞
花
詞
書
」
に
お
い
て
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
度
数
を
持
つ
語
は
、
異
な
り
語

数
で
一
九
七
語
、
延
べ
語
数
で
二
〇
九
〇
語
と
な
る
。
こ
の
延
べ
語
数
二
〇
九
〇

語
は
、
「
詞
花
詞
書
」
の
延
べ
語
数
の
七
六
・
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
こ

の
数
値
は
、
筆
者
が
か
つ
て
調
査
し
た
「
後
撰
和
歌
集
」
や
「
拾
遺
和
歌
集
」
の

「
詞
書
」
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
で
の

同
様
な
値
七
一
・
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
七
・
＝
ニ
パ
…
セ
ン
ト
と
は
多
少
差
が

あ
る
も
の
の
、
西
田
直
敏
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
家
物
語
」
の
基
幹
語
彙
で
の
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
値
七
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
や
、
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
安
時
代
和
文
脈
系

文
学
の
基
本
語
彙
」
（
以
下
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
略
称
す
る
）
で
の
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
値
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
古
今
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
（
以

下
、
「
古
今
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
で
の
同
様
な
値
七
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
比

較
的
近
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
一
九
七
語
を
「
詞
花
詞

書
」
の
基
幹
語
彙
と
す
る
こ
と
に
は
、
あ
る
程
度
の
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
考
察
に
お
け
る
基
幹
語
彙
に
関
す
る
も
の
に
は
、
こ

の
一
九
七
語
を
使
用
す
る
。
な
お
、
資
料
と
し
て
「
詞
花
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
を

頻
度
順
に
示
し
た
の
で
、
参
照
願
い
た
い
。

　
　
　
三
…
ω

　
次
に
、
「
詞
花
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
を
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
比
較
し
、

考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
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表（2）

「平安和文基本語彙」　で魑（ノ）着斐1ド皆

段　階 共通語数
「「 2 3 4　　！ 5 6 8

非共通語

1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

2 3 1 1 1 0 0 0 0 0 2

3 6 i　1 1 0 1 1 1 0 1 1

4 11 1 0 0 1 6 2 1 0 1

5 15 1 3 2 3 2 1 2　　　　ユ 5

6 25 1 0 3 5 6 3 5 2 4

7 49 0 5 3 4 6 8 13 10 16

8 33 1 1 1 3 7 6 6　　　　8 25

計

四…

@　　143 6 11 10 17 29
一　　　　21

27 22 54

　
表
（
2
）
は
、
西
田
直
敏
氏
が
「
平
家
物
語
」
の
語
彙
の
考
察
に
関
し
て
な
さ
れ

　
　
　

た
の
と
お
お
む
ね
同
様
な
方
法
に
よ
り
「
詞
花
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
「
平
安
和

文
基
本
語
彙
」
と
を
そ
れ
ぞ
れ
段
階
分
け
し
、
「
詞
花
詞
書
」
を
も
と
に
し
て
、

各
所
属
語
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
所
属
段
階
差
が
ど
の
程
度
あ
れ
ば
特
異
な
語
で
あ
る
と
み
な
す
か

に
つ
い
て
は
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
差
が

二
段
階
以
上
あ
る
も
の
を
も
っ
て
特
徴
的
な
使
用
語
と
み
な
す
。

　
　
　
　
働

　
表
（
2
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
特
徴
的
な
使
用
語
は
、
①
段
階
一
語
、
③
段
階
四

語
、
④
段
階
四
語
、
⑤
段
階
九
語
、
⑥
段
階
一
一
語
、
⑦
段
階
一
八
語
、
⑧
段
階

一
九
語
の
、
計
六
六
語
で
あ
る
。

　
以
下
、
具
体
的
に
そ
れ
ら
を
示
す
と
、

　
1
　
　
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
　
「
よ
む
（
詠
）
」
「
い
へ
（
家
）
」
「
ま
か
る
（
罷
）
」
「
つ
き
（
月
）
」
「
う
た

　
　
（
歌
〉
」
「
さ
き
（
先
・
前
）
」
「
つ
か
は
す
（
遣
）
」
「
あ
そ
ん
（
朝
臣
ご
「
く
だ

　
　
る
（
下
ご
「
く
ら
み
（
位
）
」
「
あ
し
た
（
朝
）
」
「
か
た
（
形
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
一
二
語
）

　
1
1
　
　
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
　
「
す
（
為
）
」
「
ひ
と
（
人
）
」
「
な
し
（
無
）
」
「
こ
こ
ろ
（
心
）
」
「
も
の

　
　
（
物
・
者
）
」
「
な
る
（
成
）
」
「
は
べ
り
（
侍
）
」
「
お
は
し
ま
す
（
在
）
」
「
あ

　
　
り
（
有
）
」
「
う
へ
（
上
）
」
「
そ
の
（
其
）
」
「
ひ
と
び
と
（
人
人
）
」
「
ひ
（
日
と

　
　
「
ま
へ
（
前
）
」
「
ま
う
す
（
申
）
」
「
な
か
（
中
）
」
「
み
（
身
）
」
「
お
も
ふ
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（
思
ご
「
き
こ
ゆ
（
聞
）
」
「
み
や
（
宮
）
」
「
ほ
ど
（
程
）
」
「
こ
の
（
此
）
」

　
　
「
か
た
（
方
）
」
「
い
ま
（
今
ご
「
み
ゆ
（
見
）
」
「
つ
く
（
付
・
着
、
下
二
段
）
」

　
　
「
か
の
（
彼
）
」
「
い
つ
（
出
）
」
「
な
く
（
泣
・
鳴
）
」
「
い
か
が
（
如
何
）
」

　
　
「
た
つ
（
立
、
四
段
）
」
「
ち
ゅ
う
ぐ
う
（
中
宮
）
」
「
こ
（
子
）
」
「
と
ふ
（
問
）
」

　
　
「
は
か
な
し
（
果
無
）
」
「
い
と
（
甚
）
」
「
よ
（
世
・
代
）
」
「
え
（
副
詞
ご

　
　
「
お
な
じ
（
同
）
」
「
お
ほ
し
（
多
）
」
「
お
ぼ
ゆ
（
覚
ご
「
あ
き
（
秋
）
」
「
か

　
　
は
る
（
変
・
代
ご
「
く
（
来
）
」
「
こ
ゑ
（
声
）
」
「
と
う
ぐ
う
（
春
宮
）
」
「
と

　
　
し
（
年
ご
「
む
す
め
（
娘
）
」
「
あ
め
（
雨
と
「
と
も
（
伴
ご
「
ふ
ね
（
船
ご

　
　
「
み
つ
（
水
ご
「
ゆ
き
（
雪
）
」
「
わ
す
る
（
忘
、
下
二
段
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
四
語
）

の
よ
う
に
な
る
。

　
以
下
、
1
、
1
1
の
順
で
、
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
㈲

　
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
に
つ
い
て
は
前
掲
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
語
を
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」

「
新
古
今
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
「
ま
か

る
」
「
つ
か
は
す
」
の
二
語
が
す
べ
て
の
「
詞
書
」
と
、
「
よ
む
」
「
う
た
」
の
二
語

が
「
後
号
詞
書
」
以
外
の
「
詞
書
」
と
、
「
い
へ
」
「
あ
そ
ん
」
の
二
語
が
「
千
載

詞
書
」
以
外
の
「
詞
書
」
と
、
「
あ
し
た
」
が
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
新

古
今
詞
書
」
と
、
「
く
だ
る
」
「
か
た
」
の
二
語
が
「
拾
遺
詞
書
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
各
「
詞
書
」
と
は
共
通
し
な
い
も
の
に
は
「
つ
き
」
「
さ

き
」
「
く
ら
み
」
の
三
語
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
つ
き
」
と
「
さ
き
」
に
つ
い

て
、
そ
の
使
用
実
態
を
い
さ
さ
か
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
八
代
集
の
四
季
の
部
に
詠
ま
れ
た
「
月
」
に
つ
い
て
浅
見
総
記
は
、

　
　
三
代
集
の
こ
ろ
ま
で
は
、
「
月
」
を
季
節
感
を
も
っ
て
眺
め
る
こ
と
は
少
な

　
　
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
季
節
と
の
結
び
付
き
が
急
速
に
深
ま
る
。
そ
れ
は

　
　
主
と
し
て
秋
の
景
物
と
し
て
の
月
で
あ
る
が
、
同
時
に
他
の
季
節
に
お
い
て

　
　
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
月
」
を
愛
で
る
よ
う
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
以
下
、
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
「
つ
き
」
に
つ
い
て

考
え
る
。

　
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新

古
今
詞
書
」
に
お
け
る
「
つ
遂
」
の
使
用
度
数
と
使
用
率
を
示
す
と
、
表
（
3
）
の

　　

黶
u
一
　
　
　
　
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
（
3
）
か
ら
、

　
　
　
伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
代
集
と
比
較
し
て
、
「
詞
花
詞

　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
」
に
お
い
て
「
つ
き
」
が
頻
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
」

　
　
　
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
「
詞
花
和
歌
集
」

　
　
　
語

　
　
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
撰
歌
対
象
は
、
通
説
で
は
「
後

　
　
　
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撰
和
歌
集
」
以
降
で
あ
る
と
解
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
書
　

書
　

書
・
書
　

書

　
　
　
　
　
詞
　
詞
　
詞
　
詞
　
詞
　
痢
　
　
「
詞
書
」
に
「
つ
き
」
の
語
が
使

紛
　
　
　
　
　
　
A
－
　
　
櫻
ハ
　
山
爆
　
．
什
化
　
　
哉
　
．
4
一

（
　
　
　
　
　
後
　
拾
　
詞
　
宿
　
鮒
　
　
用
さ
れ
た
二
九
首
（
う
ち
三
首
は

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
複
）
の
作
者
を
勅
撰
集
で
の
初

10
　　　　　一

Q・517

13 L857

24 4，614

32 11，687

74　　　　　10．573

71　　　　　　8，854
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表（4）

延べ語数i使用率（％o）

O．755

0．714

0．384

古今詞．書 3
ヨ

後撰詞書 5

拾遺詞書 2

詞花詞書 19

千載詞書 32

新占断詞書 40

　
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
み
る
と
、

る
題
材
の
変
化
が
「
詞
書
」

語
の
頻
用
と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
さ
き
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
4
）
は
、
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載

詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
に
使
用
さ
れ
た
「
さ
き
」
の
使
用
度
数
と
使
用
率
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
さ
き
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
代
集
」
の

「
詞
書
」
に
お
い
て
少
な
く
、
「
詞
花
詞
書
」
以
下
の
「
詞
書
」
で
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
特
に
、
「
詞
花
詞
書
」
に
お
い
て
使
用
率
が
相
当
高
い
が
、
そ
の
理
由

と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
、
い
さ
さ
か
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
出
を
も
と
に
分
類
す
る
と
、
「
後

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　

93

T7

X8

@
撰
和
歌
集
」
一
名
（
一
首
）
、
「
拾

色
　
4
．
　
4

　
　
　
　
　
　
遺
和
歌
集
」
九
名
（
一
〇
首
）
、

　
　
　
　
　
　
　
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
八
名
（
一
〇

　
　
　
　
　
　
首
）
、
「
金
葉
和
歌
集
」
四
名
（
四

　
　
　
　
　
　
首
）
、
「
詞
花
和
歌
集
」
白
丁
（
四

　
　
　
　
　
　
首
）
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
「
つ
き
」
の
語
が
使
用
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
「
詞
書
」
を
持
つ
和
歌
の
作
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
「
拾
遺
和
歌
集
」
以
降
の
人
物
で

　
　
　
　
　
　
あ
る
と
、
お
お
む
ね
言
え
そ
う
で

　
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
　
浅
見
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
歌
」
に
お
け

に
も
反
映
さ
れ
、
「
詞
花
詞
書
」
で
の
「
つ
き
」
の

　
前
記
の
点
を
考
え
る
に
当
た
り
、
「
さ
き
」
の
語
が
使
用
さ
れ
た
「
詞
書
」
を

持
つ
和
歌
の
作
者
と
、
そ
の
時
代
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
作
者
に
関
し
て
、
当
代
の
歌
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
目
安
を
、
便
宜
的
に
「
没

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

年
が
前
勅
撰
集
宣
下
の
年
以
降
で
あ
る
こ
と
」
と
す
れ
ば
、
「
詞
花
詞
書
」
に
使

用
さ
れ
た
一
九
例
の
「
さ
き
」
の
う
ち
、

　
　
高
内
侍
、
正
言
、
具
平
親
王
、
道
済
、
能
因
（
二
例
）
、
頼
宗
（
二
例
）
、
資

　
　
業
、
頼
綱
、
匡
房
（
二
例
）
、
康
資
王
母

の
一
〇
名
（
＝
二
例
）
は
、
ほ
ぼ
当
代
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、

「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
三
二
例
の
「
さ
き
」
の
用
例
中
二
〇
例
（
一
二
名
）
は
、

「
新
古
今
詞
書
」
に
お
け
る
四
〇
例
中
一
六
例
二
五
名
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
代

の
作
者
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
＝
二
、
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
二
〇
、
「
新
古
今
詞

書
」
に
お
け
る
一
六
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
延
べ
語
数
に
対
す
る
比
率
で
み
る
と
、

○
・
四
七
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
○
・
二
八
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
○
・
一
九
九
五
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
先
に
表
（
4
）
で
示
し
た
も
の
と
同
様
、

「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
「
さ
き
」
の
使
用
率
を
注
目
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。　

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
す
る
と
、
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
「
さ
き
」
の
頻
用

は
、
撰
者
耳
印
の
撰
集
意
識
の
反
映
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
を
み
て
き
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
他
の
「
詞
書
」
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
詞
書
」

的
性
格
の
非
常
に
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
共
通
し
な
い
も
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の
は
、
．
題
材
の
変
化
や
撰
者
の
意
識
等
、
和
歌
史
と
密
接
に
関
係
し
た
、
あ
る
意

味
で
の
時
代
語
的
要
素
を
持
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
幽

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に

つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
L
記
に
属
す
る
語
は
、
前
述
の
よ
う
に
五
四
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
か
つ
て

調
査
し
た
「
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
「
古

今
詞
書
」
と
は
二
九
語
、
「
後
々
詞
書
」
と
は
二
七
語
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
は
二
〇

語
、
「
千
載
詞
書
」
と
は
二
三
語
、
「
新
古
今
詞
書
」
と
は
二
四
語
、
そ
れ
ぞ
れ
共

通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
五
作
品
と
共
通
し
て
い
る
も
の
は
「
な

し
」
「
も
の
」
「
な
る
」
「
ま
へ
」
「
あ
り
」
「
お
も
ふ
」
「
お
な
じ
」
の
七
語
、
四
作

品
と
共
通
し
て
い
る
も
の
は
「
す
」
「
う
へ
」
「
そ
の
」
「
ひ
と
び
と
」
「
み
や
」

「
ほ
ど
」
「
こ
の
」
「
み
ゆ
」
の
八
語
、
三
作
品
と
共
通
し
て
い
る
も
の
は
「
ひ
と

」
「
は
べ
り
」
「
お
は
し
ま
す
」
「
ま
う
す
」
「
み
」
「
つ
く
」
「
か
た
」
「
か
の
」
　
「

な
く
」
「
え
」
の
一
〇
語
で
あ
り
、
他
の
「
詞
書
」
と
共
通
し
な
い
も
の
は
、
わ

ず
か
］
二
語
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
の
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の
に
は
、

「
な
し
」
「
も
の
」
「
あ
り
」
「
そ
の
」
「
ひ
と
び
と
」
「
こ
の
」
「
ひ
と
」
「
か
の
」

等
、
簡
潔
性
と
具
体
性
の
重
視
と
い
う
、
］
見
矛
盾
し
た
「
詞
書
」
の
文
章
に
は

比
較
的
使
用
さ
れ
に
く
い
語
が
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
多
数
所
属
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
語
群
で
は
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
語
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「
千
載
詞
書
」
に
お
い
て
頻
用
さ
れ
た
「
…
こ

こ
ろ
を
詠
め
る
」
と
い
う
形
式
が
、
前
後
の
歌
集
の
「
詞
書
」
に
比
し
て
非
常
に

　
　
（
m
）

少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
井
L
宗
雄
氏
は
、

　
　
金
葉
集
は
、
単
純
な
題
が
「
心
を
よ
め
る
」
で
、
複
雑
な
題
が
「
こ
と
を
よ

　
　
め
る
」
で
、
こ
れ
が
「
法
則
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い

と
し
、

　
　
詞
花
集
は
金
葉
集
の
書
き
方
を
襲
っ
て
い
る
が
、
数
は
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
千
載
集
は
複
雑
な
題
も
単
純
な
題
も
す
べ
て
「
心
を
よ
め
る
」
に
統
一
さ

　
　
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
言
わ
れ
て
い
る
Q

　
確
か
に
、
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
用
例
一
二
例
中
一
一
例
が

「
…
こ
こ
ろ
を
詠
め
る
」
か
、
そ
れ
に
類
し
た
表
現
中
で
、
五
六
例
の
「
こ
と
」

の
用
例
中
三
六
例
が
「
…
こ
と
を
詠
め
る
」
か
、
そ
れ
に
類
し
た
表
現
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
こ
こ
ろ
」
や
「
こ
と
」
が
題
詠

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
「
こ
こ
ろ
」
の
度
数
が
少
な
い
理
由

は
、
依
然
と
し
て
理
解
で
き
な
い
。
た
だ
、
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
こ
こ
ろ
を
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
∀

め
る
」
歌
＝
三
一
首
、
「
こ
と
を
詠
め
る
」
歌
一
三
七
首
と
の
比
較
か
ら
考
え
た

場
合
、
「
詞
花
詞
書
」
で
「
こ
こ
ろ
」
の
度
数
が
少
な
い
の
は
、
井
上
氏
の
言
わ

れ
る
「
複
雑
な
題
」
が
「
単
純
な
題
」
に
比
し
て
相
対
的
に
多
い
と
い
う
、
題
詠

そ
の
も
の
の
質
的
な
変
化
の
反
映
と
、
単
純
に
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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㈲

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
は
共
通
し
な
い
語
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
表
（
2
）
で
示
し
た
よ
う
に
五
四
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
、　

1
　
和
歌
関
係

　
　
　
「
だ
い
（
題
）
」
「
う
た
あ
は
せ
（
歌
合
）
」
「
い
ひ
つ
か
は
す
（
言
遣
）
」

　
　
「
ひ
や
く
し
ゆ
（
百
首
）
」
「
か
き
つ
く
（
書
付
ご

　
1
1
　
時
・
時
間

　
　
　
「
に
ね
ん
（
二
年
）
」
「
く
わ
ん
な
（
寛
和
、
年
号
）
」
「
よ
ね
ん
（
四
年
）
」

　
　
「
じ
ょ
う
り
ゃ
く
（
承
暦
、
年
号
）
」
「
て
ん
と
く
（
天
徳
、
年
号
）
」
「
ふ
ゆ

　
　
ご
ろ
（
冬
頃
）
」
「
よ
も
す
が
ら
（
終
夜
）
」

　
m
　
人
物

　
　
　
「
だ
い
じ
ゃ
う
だ
い
じ
ん
（
太
政
大
臣
）
」
「
し
ん
み
ん
（
新
院
V
」
「
ほ
り

　
　
か
は
み
ん
（
堀
河
院
）
」
「
だ
い
ぶ
（
大
夫
）
」
「
あ
き
す
け
（
顕
輔
）
」
「
ふ
ち

　
　
は
ら
（
藤
原
）
」
「
い
へ
な
り
（
家
成
ご
「
う
だ
い
じ
ん
（
右
大
臣
）
」
「
た
ち

　
　
ば
な
（
橘
）
」
「
と
し
つ
な
（
俊
綱
）
」
「
お
ほ
え
（
大
江
）
」
「
あ
き
す
ゑ
（
顕

　
　
季
）
」
「
い
つ
き
（
斎
院
）
」
「
し
ゅ
り
（
修
理
）
」
「
し
ら
か
は
み
ん
（
白
河

　
　
院
）
」
「
た
い
く
わ
う
た
い
こ
う
ぐ
う
（
太
皇
太
后
宮
ご
　
「
れ
い
ぜ
い
ゐ
ん

　
　
（
冷
泉
院
）
」

　
W
　
場
・
場
面

　
　
　
「
だ
い
り
（
内
裏
ご
「
さ
き
や
う
（
左
京
ご
「
つ
（
津
）
」
「
み
ち
の
く
に

　
　
（
陸
奥
国
）
」
「
か
も
（
賀
茂
）
」
「
き
や
う
ご
く
（
京
極
）
」
「
さ
ん
ざ
う
（
山

　
　
庄
）
」
「
あ
ふ
み
（
近
江
）
」
「
さ
ん
で
う
（
三
条
）
」
「
し
ら
か
は
（
白
川
）
」

　
　
「
だ
ざ
い
（
太
宰
）
」
「
は
な
み
（
花
見
）
」
「
は
り
ま
（
播
磨
）
」
「
ふ
し
み

　
　
（
伏
見
）
」

　
V
　
題
材

　
　
　
「
み
つ
べ
（
水
辺
）
」
「
お
ち
ば
（
落
葉
）
」

　
W
　
そ
の
他

　
　
　
「
ま
う
で
く
（
詣
来
）
」
「
ま
で
く
（
詣
来
）
」
「
い
で
あ
ふ
（
出
会
）
」
「
お

　
　
ほ
せ
（
仰
ご
「
こ
ふ
（
乞
）
」
「
た
の
む
（
頼
）
」
「
に
ん
（
任
）
」
「
わ
す
る

　
　
（
忘
、
四
段
）
」
「
や
ま
ひ
（
病
）
」

の
よ
う
に
、
便
宜
的
に
で
は
あ
る
が
、
分
類
で
き
る
。

　
右
の
分
類
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
時
・
所
・
人
と
い
う
、

「
詞
書
」
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
要
素
に
関
す
る
語
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
点

で
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い
の
も
然
る
べ
き
で
あ
る
も
の
が
多
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
か
つ
て
調
査
し
た
五
作
晶
の
「
詞
書
」
と
比

較
し
た
場
合
、
1
の
「
だ
い
」
「
う
た
あ
は
せ
」
「
か
き
つ
く
し
や
、
m
の
「
う
だ

い
じ
ん
」
、
W
の
「
み
ち
の
く
に
」
の
よ
う
に
、
他
の
多
く
の
「
詞
書
」
の
語
彙

に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
も
共
通
す
る
も
の
が
属
し
て
い
る
の
と
同
時
に
、
そ
の

多
く
は
、
一
、
二
の
「
詞
書
」
と
共
通
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
も
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
語
群
に
は
、
「
詞
書
」
の
基
層

語
的
な
も
の
と
、
各
「
詞
書
」
の
時
代
を
反
映
し
た
、
あ
る
種
の
時
代
語
的
な
も

の
と
が
混
在
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
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表（5）隔
「
i
　
　
階

　　　　　　　　　　i
齊﨑ﾊ語数　i　　　　　　　　　一 ll艶閨@　　　　i詞　　　　　ラJrj　　　　　l言吾　　　　　数所　属1

黶@数 和語 漢語 混種 名詞
馳τ　　　　動詞

形容 形動　副詞 連体i接続 感動　三等

1 1 1 0 Oi 0 1 0 0　　0 0 1　0 Oio
2 5 4 1 0 剥 2 0 0 0 0 0 0

3 7
7
　
…

0 Ol 3i　4 0 0 0 0 0 0

、　4 12

　　I

撃戟@　　l 0

　
骨
1
0 2 0 0　　0 0 0 0

5 20i 玉5　　4 1 13 6 1 oio 0 0
ol

　　　0

@「…L．i、一一酬㎜　

@　　0

增u…TW…　

@　　06 29 24 5 列 20 7 1 0　　0 1 0 0

7 65 54 8 3 35 23 4
0
　
　
　
1
　
i

2 0
0
1
　
0
　
ヨ

8 58 46 11 1 42 10 2 0 4 0 0 0！　0

9 113 87 26 0 79 25 3 1 5 0 0 0　　0

10 422 326 84 12 282 104 17

1．1

　　　　　　4 1 0 』上」4

732
i575

140 一㎜@　1711487
184 28 ll　　14 47「…π0　　　　　　4　　合

P　　計

％ 78．6 19．1 2・36 25．1 3．8

劃
1．9 0．6　　i　0．O

k o腿6
　
　
　
匹
一
q

　
次
に
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
の
品
詞
別
、
語
種
別
特
色
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ

と
に
す
る
。

　
表
（
5
）
は
、
三
一
ω
で
行
っ
た
の
と
同
様
な
段
階
分
け
を
「
詞
花
詞
書
」
の
全

語
彙
に
つ
い
て
行
い
、
二
段
階
ご
と
に
語
種
別
、
品
詞
別
の
所
属
語
数
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
語
種
別
、
品
詞
別
の
順
に
、
そ
の
使
用
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
鋤

　
ま
ず
、
語
種
別
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
全
段
階
を
通
し
て
の
語
種
別
使
用
比
率
は
、
表
（
5
）

に
示
し
た
よ
う
に
、
和
語
七
八
・
六
パ
…
セ
ン
ト
、
漢
語
一
九
∴
パ
ー
セ
ン
ト
、

混
種
語
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
か
つ
て
調
査

し
た
同
様
な
数
値
と
比
較
し
た
場
合
、
和
語
に
お
い
て
は
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰

　
　
　
と
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
と
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
〉

る
。
ま
た
、
漢
語
に
お
い
て
も
、
前
記
の
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
る
。
こ
の
点
か

ら
み
る
と
、
お
お
む
ね
時
代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て
和
語
の
比
率
が
低
く
な
り
、

漢
語
の
比
率
が
高
く
な
る
と
い
う
、
「
詞
書
」
の
語
種
別
使
用
比
率
の
変
化
の
枠

勾
に
あ
る
と
一
一
一
一
口
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
詞
花
和
歌
集
」
の
撰
集
態
度
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
「
詞
書
」
は
、
時
代
の
反
映
が
色
濃
く
う
か
が
え
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
次
に
、
品
詞
別
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
名
詞
の
使
用
比
率
は
、
表
（
5
）
で
わ
か
る
よ
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う
に
六
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
数
値
を
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四

作
品
と
比
べ
る
と
、
「
大
鏡
」
の
六
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
較
的
近
い
も
の
の
、

ど
の
作
品
の
比
率
よ
り
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
か
つ
て
調
査
し
た
五
作

品
の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
比
率
と
比
較
す
る
と
、
「
後
撰
詞
書
」
の
五
九

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
次
い
で
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
次
に
、
動
詞
の
使
用
比
率
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
語
い
表
』
所
載
の
諸
作
品
と

比
較
す
る
と
、
名
詞
の
場
合
と
同
様
に
「
大
鏡
」
に
近
似
し
た
値
と
な
る
も
の
の
、

や
は
り
ど
の
作
品
よ
り
も
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
「
詞
書
」
の

語
彙
に
お
け
る
比
率
と
比
較
す
る
と
、
「
後
撰
詞
書
」
の
三
一
・
○
パ
ー
セ
ン
ト

に
次
い
で
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
延
べ
語
数
で
の
名
詞
と
動
詞
と
の
比
率
を
み
た
場

合
、
名
詞
に
お
い
て
は
「
後
撰
詞
書
」
が
五
四
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
一
番
低
く
、

次
い
で
、
「
詞
花
詞
書
」
（
五
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
古
今
詞
書
」
（
六
〇
∴
パ

ー
セ
ン
ト
）
の
順
と
な
る
。
ま
た
、
動
詞
に
お
い
て
は
「
後
鞘
詞
書
」
が
三
八
・

○
パ
ー
セ
ン
ト
と
一
番
高
く
、
以
下
、
「
詞
花
詞
書
」
（
三
七
∴
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

「
古
今
詞
書
」
（
三
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
続
く
。

　
形
容
語
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
）
に
お
け
る
比
率
を
み
る
と
、

異
な
り
語
数
で
は
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
「
後
喜
詞
書
」
が
一
番
高
く
、
次
い
で
、

「
詞
花
詞
書
」
（
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
古
今
詞
書
」
（
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）

の
順
と
な
る
。
ま
た
、
延
べ
語
数
で
の
比
率
を
み
て
も
「
後
撰
詞
書
」
が
七
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
と
↓
番
高
く
、
「
古
今
詞
書
」
（
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
詞
花
詞
書

」
（
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
順
と
な
る
。

　
以
上
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
品
詞
構
成
比
は
、
「
千
載
詞
書
」
や

「
新
古
今
詞
書
」
の
そ
れ
よ
り
も
相
対
的
に
「
後
撰
詞
書
」
の
そ
れ
に
近
似
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
「
上
汁
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
品
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

構
成
比
が
相
対
的
に
和
文
脈
系
作
品
の
品
詞
構
成
比
に
近
い
も
の
で
あ
る
点
か
ら

す
れ
ば
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
は
、
品
詞
構
成
比
か
ら
み
る
限
り
、
い
わ
ゆ
る

「
詞
書
」
ら
し
い
「
詞
書
」
で
は
な
く
、
散
文
的
要
素
を
比
較
的
多
く
含
ん
だ
、

「
詞
書
」
性
の
低
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
五
」
ω

　
次
に
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
、
「
三
代
集
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞

書
」
「
伊
勢
物
語
」
「
源
氏
物
語
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日
記
」
「
大
鏡
」
「
方
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

記
」
「
徒
然
草
」
の
各
語
彙
と
の
共
通
度
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
「
詞
花
詞
書
」
の

性
格
の
一
端
を
み
た
い
と
思
う
。

　
表
（
6
）
は
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
を
中
心
に
し
、
国
作
晶
の
語
彙
と
の
共
通

語
数
・
非
共
通
語
数
を
段
階
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
伊
勢
物
語
」

以
下
の
七
作
品
に
お
け
る
各
語
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
『
語
い
表
』
に
よ
っ
た
。

　
以
下
、
表
（
6
）
か
ら
わ
か
る
点
を
記
す
。

　
段
階
別
共
通
語
数
に
つ
い
て
は
、
④
段
階
あ
た
り
ま
で
「
方
丈
記
」
を
除
き
あ

ま
り
差
は
な
い
が
、
⑤
段
階
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
「
詞
書
」
関
係
や
、
語
彙
量

の
大
き
い
「
源
氏
物
語
」
「
大
鏡
」
「
徒
然
草
」
と
そ
の
他
の
作
品
と
の
差
が
大
き

く
な
る
。
全
段
階
を
通
し
て
の
共
通
語
数
で
は
、
語
彙
量
の
最
も
大
き
い
「
源
氏

物
語
」
と
の
そ
れ
が
最
も
多
い
。
次
い
で
、
「
三
代
集
詞
書
」
「
大
鏡
」
「
新
古
今

　
　
　
「
千
載
詞
書
」
「
徒
然
草
」
の
順
と
な
る
が
、
「
大
鏡
」
や
「
徒
然
草
」
は
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表（6）

三代集詞書　　　千載詞書 新古今詞書 伊勢物語 源氏物語段
　
階

所　属

黶@数 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通 非共通

1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

2 5 5 0 5 0 5 0 4 1 4 1

3 7 7 0 7 0 7 0 6 1 7 0

4 12 12 0 12 0 12 0 11 1 12 0

5 20 17 3 19 1 18 2 12 8 16 4

6 29 26 3 25 4 27 2 22 7 26 3

7 65 60 5 57 8 58 7 41 24 57 8

8 58 49 9 46 12 45 13 34 24 48 10

9 113 87 26 76 37 82 31 63 50 90 23

10 422 219 203 172 250 192 230 143 279 274 148

計 732 483 249 420 312 447 285 337 395 535 197

共　通　度 10，186 0，268 0259 0，161 0，046

紫式部日記 更級日記 大　　　鏡 方　丈　記 徒　然　草段
　
階

所　属

黶@数 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通 非共通

1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 1 0

2 5 4 1 3 2 4 1 3 2 3 2

3 7 4 3 6 1 6 1 5 2 6 1

4 12 11 1 10 2 12 0 7 5 12 0

5 20 14 6 14 6 18 2 14 6 19 1

6 29 25 4 22 7 27 2 16 13 23 6

7 65 44 21 44 21 52 13 29 36 47 18

8 58 33 25 34 24 42 16 22 36 36 22

9 113 58 55 63． 50 84 29 31 82 74 39

！0 422 148 274 148 274 216 206 75 347 190 232

計 732 342 390 345 387 462 270 202 530 411 321

共　通　度 0，120 0，114 0，077 0，120 0，090

語
彙
量
が
比
較
的
大
き
い
作
品
で

あ
る
こ
と
や
、
他
は
「
詞
書
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
結

果
は
十
分
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。　

共
通
度
に
つ
い
て
は
、
「
千
載

詞
書
し
の
語
彙
と
の
そ
れ
が
最
も

高
く
、
以
下
、
「
新
古
今
詞
書
」

「
三
代
集
詞
書
」
「
伊
勢
物
語
」

の
順
と
な
る
。
こ
の
順
序
に
つ
い

て
も
、
上
位
三
作
晶
が
「
詞
書
」

で
あ
る
点
や
、
「
伊
勢
物
語
」
の

文
章
と
「
詞
書
」
の
そ
れ
と
の
類

似
性
か
ら
考
え
れ
ば
、
当
然
の
帰

結
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
示
し
た
共

通
度
は
、
「
源
氏
物
語
」
の
語
彙

と
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
の
共

通
語
数
が
最
も
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
共
通
度
が
最
も
低
い

と
い
う
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

比
較
す
る
二
作
品
問
の
語
彙
量
に
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よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
問
題
点
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
対

象
と
す
る
作
品
問
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
語
彙
量
を
考
慮
し
た
上
で
、
大
き
な

傾
向
は
と
ら
え
得
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
「
詞
花
詞
書
」
と
「
千
載
詞
書
」
「
新

古
今
詞
書
」
と
の
場
合
な
ど
は
、
そ
の
差
が
必
ず
し
も
明
確
な
も
の
と
は
な
り
得

な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
、
次
に
、
水
谷
静
夫
氏
が
示
さ
れ
た
類
似
度
D

　
　
　
（
1
6
）

の
計
算
式
を
使
用
し
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
②

　
表
（
7
）
は
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞

書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
D
の
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
る
と
、

「
詞
花
詞
書
」
は
「
後
撰
詞
書
」
と
の
類
似
度
が
相
対
的
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
四
1
㈲
で
述
べ
た
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
後
撰
詞
書
」
の
語
彙
と

の
相
対
的
な
類
似
性
の
高
さ
を
、
類
似
度
の
点
か
ら
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
、
「
三
代
集
詞
書
」
の
語
彙
と
「
詞
花
詞

表（7）

1似度D’

O．7249

O．7650

O．7581

古今詞書

後撰詞書

拾遺詞書

書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の

類
似
度
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
○
・
七

九
三
九
、
0
・
七
九
五
四
、
○
・
八
一
七
四
の
よ

う
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
非
常
に
高
い
値
を
示
し

て
い
る
が
、
特
に
、
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
新
古

今
詞
書
」
と
の
類
似
度
の
高
さ
は
、
他
の
二
者
と

明
確
に
区
別
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
の
数
値
は
、
か
つ
て
調
査
し
た
順
位
相
関
係
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
面
か
ら
み
た
「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
「
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
集
詞
書
」
の
語
彙
と
の
相
関
の
強
さ
を
類
似
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
か
ら
裏
付
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
詞
花
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
千
載
詞
書
」
と
の
類
似
度
D
で
は
、
わ
ず
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
あ
る
が
、
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
千
載
詞
書
」

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
も
の
の
方
が
高
い
点
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

6　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
差
は
い
か
な
る
所
か
ら
生
じ
た
も
の
な
の
で

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ろ
う
か
。

　
表
（
8
）
は
、
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞

書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
D
の
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
（
8
）
と
、
前

掲
表
（
7
）
か
ら
み
る
と
、
「
古
今
詞
書
」
と
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
と
の
類

似
度
の
差
が
、
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
と
の
類
似
度
の

差
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
三
代
集
と
「
詞
花
和
歌
集
」
や
「
千
載
和
歌
集
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
そ
の
の
ち
後
拾
遺
は
よ
き
歌
あ
ま
り
こ
ぼ
れ
て
導
け
る
世
な
れ
ば
、
撰
た
て

　
　
ら
れ
た
る
や
う
げ
す
し
く
候
、
金
葉
集
、
詞
花
、
き
や
う
き
や
う
な
る
や
う

　
　
に
候
、
千
載
お
ち
し
づ
ま
り
、
ま
こ
と
に
勅
撰
が
ら
は
め
で
た
く
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
い
う
二
条
家
流
の
和
歌
史
の
考
え
方
が
あ
る
が
、
「
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て

も
、
類
似
度
D
の
点
か
ら
み
る
限
り
、
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
は
、
「
詞
花
詞
書
」

の
語
彙
を
飛
び
越
え
、
「
三
代
集
詞
書
」
の
語
彙
、
特
に
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙

と
関
係
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

類似度D’

古今詞書 0．7400

後撰詞書 0．7674

拾遺詞書 0．7506
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六

　
次
に
、
順
位
相
関
係
数
の
点
か
ら
み
た
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
他
の
「
詞

書
」
の
語
彙
と
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
で
対
象
と
す
る
の
は
、
「
詞
花
詞
書
」
．
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
「
三

代
集
詞
書
」
の
各
「
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
の
う
ち
共
通
す
る
以
下
の
六
七
語
で
あ

る
。　

　
「
よ
む
（
詠
）
」
「
い
ふ
（
言
）
」
「
し
る
（
知
・
領
）
」
「
だ
い
（
題
）
」
「
こ
と

　
　
（
事
）
」
「
う
た
あ
わ
せ
（
歌
合
）
」
「
す
（
為
ご
「
と
き
（
時
）
」
「
い
へ
（
家
ご

　
　
「
ま
か
る
（
罷
）
」
「
つ
き
（
月
）
」
「
み
る
（
見
）
」
「
う
た
（
歌
）
」
「
も
と

　
　
（
元
・
本
・
下
）
」
「
ひ
と
（
人
）
」
「
を
ん
な
（
女
）
」
「
か
み
（
上
・
守
）
」

　
　
「
こ
ろ
（
頃
）
」
「
は
な
（
花
）
」
「
つ
か
は
す
（
遣
）
」
「
た
て
ま
つ
る
（
奉
、

　
　
四
段
）
」
「
あ
そ
ん
（
朝
臣
）
」
「
か
へ
る
（
帰
）
」
「
く
に
（
国
）
」
「
と
こ
ろ

　
　
（
所
）
」
「
の
ち
（
後
）
」
「
き
く
（
聞
）
」
「
な
し
（
無
）
」
「
は
べ
り
（
侍
）
」

　
　
「
こ
こ
ろ
（
心
）
」
「
も
の
（
物
・
者
）
」
「
よ
（
夜
）
」
「
な
る
（
成
）
」
「
か
く

　
　
（
書
）
」
「
ひ
（
日
）
」
「
ま
へ
（
前
）
」
「
あ
し
た
（
朝
）
」
「
あ
ふ
（
合
・
逢
）
」

　
　
「
あ
り
（
有
）
」
「
う
へ
（
上
）
」
「
か
へ
し
（
返
）
」
「
は
る
（
春
）
」
「
か
へ
り

　
　
ご
と
（
返
言
）
」
「
そ
の
（
其
）
」
「
ま
う
す
（
申
）
」
「
や
ま
（
山
）
」
「
し
の
ぶ

　
　
（
偲
・
忍
、
四
段
）
」
「
な
か
（
中
・
伸
）
」
「
ひ
と
び
と
（
人
人
）
」
「
み
（
身
）
」

　
　
「
を
の
こ
（
男
）
」
「
お
も
ふ
（
思
）
」
「
さ
く
ら
（
桜
）
」
「
ひ
さ
し
（
久
）
」

　
　
「
う
だ
い
じ
ん
（
右
大
臣
）
」
「
か
き
つ
く
（
書
付
）
」
「
ほ
と
と
ぎ
す
（
時
鳥
）
」

　
　
「
ほ
ど
（
程
）
」
「
め
す
（
召
）
」
「
も
み
ち
（
紅
葉
ご
「
と
ほ
し
（
遠
）
」
「
ま

　
　
う
つ
（
詣
）
」
「
み
ゆ
（
見
）
」
「
あ
き
（
秋
）
」
「
お
な
じ
（
同
）
」
「
と
し
（
年
）
」

　
　
「
ゆ
き
（
雪
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
以
上
の
六
七
語
に
関
し
て
、
ス
ピ
ア
マ
ン
の
計
算
式
を
用
い
て
順
位
相
関
係
数

を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、

　
「
詞
花
詞
書
」
と
「
千
載
詞
書
」
が
○
・
六
三
六
、
「
詞
花
詞
書
」
と
「
新
古

今
詞
書
」
が
○
・
七
一
六
、
「
千
載
詞
書
」
と
「
新
古
今
詞
書
」
が
○
・
八
○
○

と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞

書
」
「
新
古
今
詞
書
」
と
の
相
関
係
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
○
・
七
五
七
、
○
・
六
三

五
、
○
・
七
〇
四
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
以
上
、
順
位
相
関
係
数
で
み
る
限
り
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
は
各
「
詞
書
」
の

語
彙
と
、
そ
れ
ぞ
れ
強
い
相
関
関
係
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
当
然
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
各
「
詞
書
」
の
語
彙
に
は
高
い
類
似
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
五
1
②
の
類
似
度
D
で
み
た
通
り
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
は
三

代
集
の
伝
統
か
ら
相
対
的
に
距
離
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

順
位
相
関
係
数
に
よ
っ
て
み
る
と
、
「
詞
花
詞
書
」
と
「
三
代
集
詞
書
」
と
の
相

関
係
数
が
「
千
載
詞
書
」
や
「
新
古
今
詞
書
」
と
「
三
代
集
詞
書
」
と
の
相
関
係

数
よ
り
も
大
き
く
な
る
。
こ
の
係
数
の
大
き
さ
は
、
既
述
し
た
類
似
度
D
で
の
結

果
や
共
通
度
か
ら
考
え
る
と
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

　
1
　
「
詞
花
和
歌
集
」
の
入
二
伸
は
、
当
代
の
も
の
が
少
な
く
、
「
後
撰
和
歌

　
　
集
」
以
降
の
、
主
と
し
て
過
去
の
も
の
が
中
心
で
あ
る

　
1
1
　
　
「
三
代
集
詞
書
」
の
語
彙
の
頻
度
順
位
は
、
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
の
度

　
　
数
よ
り
も
「
後
金
詞
書
」
や
「
拾
遺
詞
書
」
の
そ
れ
ら
に
、
よ
り
大
き
く
影

　
　
響
さ
れ
て
い
る
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m
　
順
位
相
関
係
数
の
計
算
の
対
象
と
す
る
語
彙
が
、
　
「
各
『
詞
書
』
の
基
幹

　
　
語
彙
の
う
ち
共
通
す
る
も
の
」
と
い
う
、
非
常
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

　
　
た
め
、
各
「
詞
書
」
を
特
色
づ
け
る
語
彙
の
う
ち
、
使
用
度
数
の
小
さ
い
も

　
　
の
は
も
れ
て
し
ま
う

等
の
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
必
ず
し
も
矛
盾
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ

う
。　

例
え
ば
、
1
1
に
つ
い
て
み
る
と
、
順
位
相
関
係
数
の
計
算
対
象
語
彙
六
七
語
を

「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
の
各
「
詞
書
」
ご
と
に
頻
度
順
に
並

べ
、
「
三
代
集
詞
書
」
の
頻
度
順
と
の
差
が
一
〇
以
上
あ
る
も
の
を
数
え
る
と
、

「
古
今
詞
書
」
に
お
い
て
は
三
〇
語
、
「
後
撰
詞
書
」
に
お
い
て
は
一
六
語
、
「
拾

遺
詞
書
」
に
お
い
て
は
二
一
語
と
、
圧
倒
的
に
「
古
今
詞
書
」
の
場
合
が
多
い
。

ま
た
、
調
査
対
象
語
彙
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
古
今
詞

書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
「
三
代
集
詞
書
」
の
語
彙
と
の
順
位

相
関
係
数
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
○
・
七
七
二
、
○
・
八
二
四
、
○
・
八
四
八
で

　
（
2
0
）

あ
り
、
「
三
代
集
詞
書
」
の
語
彙
の
頻
度
順
位
が
「
後
撰
詞
書
」
や
「
拾
遺
詞
書
」

の
語
彙
の
頻
度
順
位
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
類
似
度
D
で
の
結
果
と
矛
盾
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
順
位
相
関
係
数
で
の
結
果
も
、
首
肯
で
き
る
も
の
と
言
え
る
。

　
　
　
ヒ

　
以
上
、
「
詞
花
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
み
て
き
た
が
、
こ

こ
で
そ
の
要
点
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

　
1
　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
に
お
け
る
異
な
り
語
数
は
七
三
二
語
、
延

　
べ
語
数
は
二
七
三
八
語
で
あ
る
。

2
　
延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
度
数
を
持
つ
語
を
基
幹
語
と
す
る
と
、

　
「
詞
花
詞
書
」
の
そ
れ
は
、
異
な
り
語
数
で
一
九
七
語
、
延
べ
語
数
で
二
〇

　
九
〇
語
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
二
〇
九
〇
語
は
、
全
延
べ
語
数
の
七
六
・
三

　
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

3
　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
「
平
安
和
文
基

　
本
語
彙
」
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
上
位
の
語
は
一
二
語
あ
り
、
そ
の
多
く
は

　
他
の
「
詞
書
」
で
の
同
様
な
語
群
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
共
通
し
な
い

　
語
の
う
ち
、
「
つ
き
」
は
歌
に
お
け
る
題
材
の
変
化
の
、
「
詞
書
」
へ
の
反
映

　
に
よ
っ
て
、
「
さ
き
」
は
撰
者
顕
輔
の
撰
集
意
識
の
反
映
に
よ
っ
て
、
そ
れ

　
ぞ
れ
頻
用
さ
れ
た
、
あ
る
意
味
で
の
時
代
語
的
要
素
を
持
っ
た
も
の
と
考
え

　
ら
れ
る
。

4
　
　
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
「
詞
花
詞
書
」
の

　
基
幹
語
彙
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
上
位
の
語
群
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

　
簡
潔
性
・
具
体
性
と
い
う
点
か
ら
し
て
劣
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
数
属

　
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
属
す
る
「
こ
こ
ろ
」
の
度
数
の
少
な
さ
は
、

　
「
複
雑
な
題
」
が
「
単
純
な
題
」
に
比
し
て
多
い
と
い
う
、
「
詞
花
和
歌
集
」

　
に
お
け
る
題
詠
そ
の
も
の
の
質
的
な
変
化
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

5
　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
の
う
ち
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通

　
し
な
い
語
群
に
は
、
「
詞
書
」
の
基
層
語
的
な
も
の
と
、
各
「
詞
書
」
の
時

　
代
を
反
映
し
た
、
あ
る
種
の
時
代
語
的
な
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。

6
　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
聖
霊
構
成
比
率
は
、
「
千
載
詞
書
」
や
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「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
、
相
対
的
に
「
後
撰
詞

　
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、

　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
は
、
散
文
的
要
素
を
比
較
的
多
く
持
っ
た
、
「
詞
書
」

　
性
の
低
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

7
　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
他
作
品
の
語
彙
と
の
共
通
語
数
で
は
、
語
彙
量

　
の
最
も
大
き
い
「
源
氏
物
語
」
と
の
そ
れ
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
三
代

　
集
詞
書
」
「
大
鏡
」
「
新
古
今
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
の
順
と
な
る
。

8
　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
の

　
語
彙
と
の
類
似
度
D
を
み
る
と
、
「
後
嗣
詞
書
」
の
語
彙
と
の
そ
れ
が
相
対

　
的
に
高
い
。

9
　
類
似
度
D
で
み
る
と
、
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
は
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙

　
を
飛
び
越
え
、
「
三
代
集
詞
書
」
の
語
彙
と
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、

　
こ
の
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
千
載
詞
書
」
と
の
類
似
度
の
高
さ
に
は
、
「
古

　
今
詞
書
」
と
「
千
載
詞
書
」
と
の
類
似
度
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

10
@
順
位
相
関
係
数
を
み
る
と
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
は
、
他
の
「
詞
書
」

　
の
語
彙
と
、
そ
れ
ぞ
れ
強
い
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
注
）

（
1
）
　
以
下
、
用
例
や
統
計
に
関
し
て
『
語
い
表
』
と
し
た
場
含
は
、
宮
島
達
夫
・

　
　
中
野
洋
・
鈴
本
泰
・
石
井
久
雄
氏
編
『
フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
古
典
対
照
語
い
表
お
よ

　
　
び
使
用
法
』
（
平
成
元
年
九
月
、
笠
問
書
院
）
に
よ
る
。

（
2
）
　
た
だ
し
、
私
意
に
よ
り
読
み
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
3
）
　
拙
稿
a
「
三
代
集
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
文
学
』
一
三
号
、

　
　
平
成
二
年
一
二
月
目
、
b
「
『
千
載
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
九
巻
］
号
、
平
成
凶
年
］
月
）
、
c
「
『
新

　
　
古
今
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
九
号
、
昭

　
　
和
六
〇
年
三
月
）
。
以
下
、
「
三
代
集
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
雪
占
今
詞
書
」
に

　
　
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
の
も
の
に
よ
る
。
な
お
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し

　
　
て
は
、
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数

　
　
値
に
異
動
が
あ
る
。

（
4
）
　
拙
稿
d
「
『
古
今
和
歌
集
』
詞
書
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
　
一
七

　
　
号
、
昭
和
五
八
年
三
月
）
、
e
「
『
謹
撰
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い

　
　
て
」
（
『
此
島
正
年
博
士
喜
寿
記
念
国
語
語
彙
語
法
論
叢
』
昭
和
六
三
年
一
〇
月
、

　
　
桜
楓
社
）
、
f
「
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大

　
　
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
八
巻
一
号
、
平
成
三
年
一
月
中
。
以
下
、
「
古
今
和

　
　
歌
集
」
「
後
撰
和
歌
集
」
「
拾
遺
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

　
　
れ
前
掲
の
も
の
に
よ
る
。
な
お
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て
は
、
調
査
対
象
範

　
　
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数
値
に
異
動
が
あ
る
。

　
　
　
歌
数
に
関
し
て
は
、
異
本
歌
を
含
め
た
各
索
引
（
後
記
）
の
本
文
（
篇
）
に

　
　
お
け
る
数
を
と
っ
た
の
で
、
各
索
引
の
底
本
そ
の
も
の
の
歌
数
と
は
一
致
し
て

　
　
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
使
用
し
た
索
引
は
、
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
氏
編
『
占
今
集
総
索
引
』
（
昭

　
　
和
三
三
年
九
月
、
明
治
書
院
）
、
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
編
『
後
撰
和

　
　
歌
集
総
索
引
』
（
昭
和
四
〇
年
一
二
月
、
大
阪
女
子
大
学
）
、
片
桐
洋
一
氏
編
『
拾

　
　
遺
和
歌
集
の
研
究
　
索
引
篇
』
（
昭
和
五
一
年
九
月
、
大
学
堂
書
店
）
、
滝
沢
貞

　
　
夫
氏
編
『
千
載
集
総
索
引
』
（
昭
和
五
］
年
七
月
、
笠
間
書
院
）
、
滝
沢
貞
夫
氏

　
　
編
『
新
占
今
集
総
索
引
』
（
昭
和
四
五
年
八
月
、
明
治
書
院
）
。
な
お
、
「
詞
花

　
　
和
歌
集
」
に
関
し
て
は
、
既
述
、
西
端
氏
の
編
書
に
よ
っ
た
。

（
5
）
　
『
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
』
（
昭
和
五
三
年
一
一
月
、
明
治
書
院
）
第

　
　
二
章
第
一
節
「
語
彙
研
究
の
方
法
」
。

（
6
）
　
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
一
二
の
問
題
」
（
『
国
語

　
　
学
』
八
七
集
、
昭
和
四
六
年
一
二
月
）
。
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（
7
）
　
（
5
）
書
。

（
8
）
　
「
八
代
集
に
お
け
る
季
節
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
　
七
』
昭
和
六
一
年
一

　
　
二
月
、
和
泉
書
院
）
。

（
9
）
　
実
際
の
詠
歌
時
期
お
よ
び
活
躍
時
期
と
の
関
係
で
問
題
は
あ
ろ
う
が
、
］
応

　
　
の
目
安
に
は
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
0
）
　
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
は
未
調
査
な
の
で
使
用
率
等
は
不
明
で
あ
る

　
　
が
、
増
田
繁
夫
・
居
安
稔
恵
・
柴
崎
陽
子
・
寺
内
純
子
氏
編
『
金
葉
和
歌
集
総

　
　
索
引
　
本
文
・
索
引
』
（
昭
和
五
一
年
一
二
月
、
清
文
堂
）
に
よ
る
と
、
「
こ
こ

　
　
ろ
」
が
｝
五
五
例
あ
り
、
歌
数
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
も
「
詞
花
詞
書
」
よ
り

　
　
非
常
に
多
い
と
思
わ
れ
る
。

（
1
1
）
　
「
再
び
『
心
を
詠
め
る
』
に
つ
い
て
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
三
九
号
、

　
　
昭
和
五
二
年
＝
一
月
）
。

（
1
2
）
　
（
1
1
）
論
文
。

（
1
3
）
　
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の
各
語
彙
に

　
　
お
け
る
異
な
り
語
数
で
の
和
語
の
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
九
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、

　
　
八
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
八
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
。

　
　
ま
た
、
漢
語
の
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
　
一
〇
・
八
パ
ー

　
　
セ
ン
ト
、
二
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
（
4
）
拙
稿
e
。

（
1
5
）
　
水
谷
静
夫
氏
「
語
彙
の
共
通
度
に
つ
い
て
」
（
『
計
量
国
語
学
』
七
号
、
昭
和

　
　
三
三
年
＝
一
月
）
G

（
1
6
）
　
「
用
語
類
似
度
に
よ
る
歌
謡
曲
仕
訳
『
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
』
『
上
海
帰
り
の
り

　
　
ル
』
及
び
そ
の
周
辺
」
（
『
計
量
国
語
学
』
］
二
巻
四
号
、
昭
和
五
五
年
三
月
）
、

　
　
『
数
理
言
語
学
』
（
昭
和
五
七
年
］
月
、
培
風
館
）
第
三
章
「
用
語
の
類
似
度
」
、

　
　
『
語
彙
』
（
朝
倉
目
本
語
新
講
座
2
、
昭
和
五
八
年
四
月
、
朝
倉
書
店
）
第
五

　
　
章
第
四
節
「
数
量
化
N
類
に
よ
る
作
品
解
析
」
他
。

（
1
7
）
　
（
3
）
拙
稿
b
。

（
1
8
）
　
「
越
部
禅
尼
消
息
」
。
引
用
は
『
群
書
類
従
　
九
輯
　
文
筆
部
・
消
息
部
』

　
　
（
昭
和
五
二
年
八
月
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
訂
正
三
版
第
三
刷
）
に
よ
る
。

（
1
9
）
　
田
中
章
夫
氏
「
語
彙
研
究
に
お
け
る
順
位
の
扱
い
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究

　
　
七
』
昭
和
六
一
年
一
二
月
、
和
泉
書
院
）
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
。

（
2
0
）
　
（
3
）
拙
稿
a
。
本
稿
で
計
算
の
対
象
と
し
た
六
七
語
中
一
八
語
を
抜
き
、
新

　
　
た
に
二
七
語
を
加
え
た
、
計
七
六
語
で
計
算
し
た
数
値
で
あ
る
。

平
成
四
年
九
月
三
〇
日
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